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中村俊夫（年代セ）
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１０．関東地方における岩宿時代編年と古環境復元の方向性について‥・・・８１
一関信地域の編年の接点と遺跡の古環境調査についてー

軽部達也（藤岡市教育委員会）
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（２）業績報告

１ ． 北 海 道 北 部 に お ける 完 新 世 後 半 の 泥 炭 層 の 形 成 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ４ ６
大平明夫・海津正倫（文）

２ 。 深 海 に お ける 粒 状 有 機 物 の 起 源 と 輸 送 ・ ・ ・ ・ 一 一 ・ ・ ・ 一 一 ・ ・ 一 一 ・ １ ５ ４
中 塚 武 ・ 半 田 暢 彦 （ 大 気 水 圏 研 ）

３ ． 南 極 リ ュツ オ ホ ル ム 湾 に お け る 海 底 堆 積 物 に 含 ま れ る 有 機 物 の 解 析 ・ ・ ・ １ ６ １
原 田 尚 美 ・ 半 田 暢 彦 （ 大 気 水 圏 研 ）
福地光男（国立極地研）

４ ． 大 気 中 メタ ン の 炭 素 同 位 体 比 測 定 とそ の 挙 動 解 析 （ ｎ ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ７ ０
森 泉 純 ・ 永 峰 康 一 郎 ・ 飯 田 孝 夫 ・ 池 辺 幸 正 （ 工 ）
吉田尚弘（大気水圏研）

５。１４Ｃ年代測定用鉄鋼試料からのＣ抽出法・・・・・・・・・・・・・・・１７８
太田利道・平沢政広（工）
中村俊夫（年代セ）

６ ． 砂 漠 に よ る 二 酸 化 炭 素 固 定 に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． １ ８ ４
- 炭 酸 塩 中 の １ ４ Ｃ ／ １ ３ Ｃ 比 に 基 づ く 論 証 -

稲 山 栄 治 ・ 浅 原 良 浩 ・ 田 中 剛 （ 理 ）

７ オ ース ト ラ リ ア， ク イーン ズ ラ ン ド 州 南 部 沖 産 沈 水 サ ン ゴ の 放 射 年 代 ・ ・ １ ８ ９
佐 々 木 圭 一 ・ 大 村 明 雄 （ 金 沢 大 学 理 学 部 ）
中村俊夫（年代セ）
辻 喜 弘 ・ 松 田 博 貴 （ 石 油 公 団 技 術 セ ン タ ー ）
本田信幸（合同石油開発）
ＰｅｔｅｒＪ．Ｄａｖｉｅｓ（シドニー大学）
ＪｏｈｎＦ．Ｍａｒｓｈａ１１（オーストラリア地質調査機構）

- ｎ



８。東シベリア，ブイコフスキー半島周辺の永久凍土の形成年代・・・・・・１９７
長岡大輔（北海道大学大学院地球環境科学研究科）
曽根敏雄・福田正己（北海道大学低温科学研究所）
中村俊夫（年代セ）
仲山智子（北海道大学大学院理学研究科）
Ｖ．Ｋｕｎｉｔｓｋｙ（ロシア，サハ共和国ヤクーツク）

熊谷博之（理学部地震火山観測地域センター）
小田寛貴（理学部化学科）
中村俊夫（年代セ）

１１１-

（３）名古屋大学加速器質量分析に係わる卒業論文および・・
博士課程修了論文リスト

● ● ● ２６８

１３．加速器質量分析法による高感度放射性炭素年代測定の現状と展望・・・２５２
中村俊夫（年代セ）

１２．加速器質量分析計による１４Ｃ／１３Ｃ比測定における同位体効果の補正・・・２４４
小田寛貴（理学部化学科）

・ ・ ・ ・ ２ ３ ７タンデトロン加速器質量分析計による１４Ｃ測定における・・
炭素同位体分別の補正について-１４Ｃ年代算出の手引きー

中村俊夫・池田晃子（年代セ）
小田寛貴（理学部化学科）

● ● ● ２１７

９。那須茶臼岳，高原山，日光白根山の最近６，０００年間の噴火頻度‥・・・・２０７
奥野充・守屋以智雄（金沢大学文学部）
中村俊夫（年代セ）

１ ０ ． 樹 木 年 輪 を 利 用 し た 火 山 噴 火 の 年 代 決 定 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
一浅間山天明の噴火（１７８３年）を例にしてー
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